
 
 

 

 

令和６年１０月 新潟県見附市 

 

１．計画改定の趣旨等 

 「見附市ＩＣＴ推進計画（以下、本計画という）」は、「ＩＣＴにより生活の豊かさを

実感でき、快適に暮らせるＳＷＣ×デジタル未来社会のまちづくり」を目指し、令和３

年９月に策定しました。 

進行管理にあたっては、ＰＤＣＡサイクルにより、目標設定やスケジュールなどの進

捗状況を毎年度評価し、見直しを行い、本計画の実効性を高めていきます。また、本計

画を推進する上で必要な施策等については、社会環境の変化や制度改正の状況等を踏

まえ、随時反映し、推進していきます。 

 

２．主な改定内容 

  主な改定内容について、本計画の具体的な取組みの体系ごとにご紹介します。 

①【１－６】健康づくりや地域医療におけるＩＣＴの活用促進 

健幸ポイント事業の対象年齢をこれまでの 30歳～から 18歳～に引き下

げ、若年層も参加しやすくなるよう新たにスマホのアプリでも参加できる

仕組みを導入しました。 

 

②【１－８】ＨＰ・ＳＮＳ活用・メール配信などＩＣＴを活用した情報発信の強化 

令和５年 11 月から見附市公式ＬＩＮＥによる情報発信を開始しました。今後も

ワーキンググループにて、友だち登録者数を増やしていくためのＰＲ手法の検討、

情報発信ＤＸ化の検討を進めていき、ＬＩＮＥによる情報発信が効果的になるよう

に努めていきます。 
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③【１－11】利用しやすい公共交通の仕組みづくり 

見附市コミュニティバスでは、令和５年 10 月から

新バスロケーションシステムの運用を開始しました。 

新システムでは、GPS 機能を利用することで、自分

の現在地から近いバス停を表示することができるほか、

地図上でどこにバスがいるかを確認することができま

す。また、時刻表と比較した遅延情報などの運行状況

も表示され、これまで以上に見やすく使いやすいもの

となります。 

 

④【３－１】誰もが使えるインターネット環境の推進 

令和６年５月に新規オープンした見附駅前交流拠点

MITSUKERU に、電車やバスの待ち時間でもインターネ

ット環境でテレワークや作業ができるよう公衆無線

LAN（公衆 Wi-Fi）を設置しました。 

現在、見附駅前交流拠点 MITSUKERUを含め、市内 24

の公共施設で公衆無線 LANを利用することができます。

新型コロナ禍以降、高まっているテレワーク需要への

対応や災害時など、様々な用途で応えられるようにメ

ンテナンスと利活用に向けたＰＲを行っていきます。 

 

⑤【３－４】緊急情報発信における ICT活用 

令和５年度に更新した緊急情報メールシステムでは、

メールで発信した情報が市公式ＬＩＮＥ、ＳＮＳ等と

自動連携しており、スムーズな緊急情報の発信が可能

となりました。また、携帯電話等をお持ちでない高齢

者のみ世帯等を対象に、市からの緊急情報を自宅の固

定電話に発信するサービスを新たに開始しました。 

 

 

※ 上記①～⑤の項目以外にも必要に応じて個別施策の見直しを行いました。詳細は改

定した計画（見附市ＩＣＴ推進計画 ver1.4）の本編をご覧ください。 


